
 

 

月山ビジターセンター 

 

月山ビジターセンターは、羽黒山 (414 m) の南側にあります。この地域は、昔は「出羽」と呼ばれていました。

「出羽」には、現在の山形県と秋田県が含まれています。羽黒山、月山 (1,984 m)、湯殿山 (1,500 m) 

は、古くから、「出羽三山」と呼ばれ崇められてきました。 この地域は、日本の修験道において最も重要な中心

地の 1 つです。修験道とは、山で修行に努める古くからの伝統であり、仏教と神道両方の要素を含んでいま

す。明治時代 (1868～1912年) の初期に行われた改革において、この秘教的な信仰体系は、私たちが知

る現在の神道に組み込まれました。 

 

出羽三山という 3 つの聖なる山への巡礼は、「三関三渡」(3 つの関と 3 つの渡し) と呼ばれます。 この巡礼

は、江戸時代 (1603～1867年) に広く行われるようになりました。江戸時代の間に、巡礼による精神的な

再生という考え方が普及したのです。巡礼者たちは、長い山道を歩いて、現世 (羽黒山) から死後 (月山) 

へと旅し、ついには再生 (湯殿山) に至ります。出羽三山の巡礼は、この考え方に関係する象徴に富んでいま

す。 

 

文化的に重要な近隣の場所には、羽黒山にある 14世紀の木造の五重塔、歴史のあるいくつかの神社、爺

杉 (樹齢 1,000年を超えると推定される神聖な杉の木) などがあります。 

 

月山ビジターセンターでは、この地域の地形の構造、古くからの精神の根幹、多様な野生生物、および日本文

学に対する影響について、英語でも情報を発信しています。著名な文学作品の 1 つは、俳人・松尾芭蕉 

(1644～1694年) の『おくのほそ道』です。この本には、出羽三山に関する俳句がいくつか含まれています。 

 

月山ビジターセンターは、近くの見どころや、安全な登山の方法についても、季節に応じた実践的情報を提供

しています。また、月山の状況について、ライブ動画を流しています。 適切な準備ができるよう、山登りの前にこ

のセンターに立ち寄ることをお勧めします。このビジターセンターは、地元の植物を使った布の染め方など、体験

学習の機会も提供しています。 


